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　　▲２２．４３(前日比)

日経平均の日足チャート

今年のⅩマス商戦は盛り上がる？

経済活動正常化で久々に盛上がる
任
天
堂
や
Ｏ
L
Ｃ
な
ど
に
注
目

いよいよⅩマス商戦に突入いよいよⅩマス商戦に突入

　

今
年
も
１
１
月
下
旬
に
入
り
名
実
と
も
に
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
昨
年
ま
で
の
数
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
自
粛
ム
ー

ド
が
蔓
延
し
て
い
た
が
、
今
年
は
経
済
活
動
が
正
常
化
す
る
中
で
、
１

年
で
最
も
盛
り
上
が
る
商
戦
と
し
て
改
め
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

米
国
は
も
と
よ
り
、
国
内
で
も
年
末
年
始
の
正
月
商
戦
へ
向
け
て
例
年

以
上
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
強
化
す
る
動
き
に
あ
り
、
人
気
商
品

を
扱
う
企
業
や
小
売
り
セ
ク
タ
ー
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
絡
む
企
業
を
含

め
て
年
末
消
費
に
関
連
す
る
銘
柄
は
個
別
で
注
目
し
て
き
た
い
。

　

米
国
で
は
、
サ
ン
ク

ス
ギ
ビ
ン
グ
（
感
謝
祭
）

で
あ
る
１
１
月
第
４
木

曜
日
の
翌
日
の
金
曜
日

が
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ

ー
と
言
わ
れ
、
こ
こ
か

ら
名
実
と
も
に
ク
リ
ス

マ
ス
商
戦
に
突
入
、
伝

統
的
に
こ
の
時
期
か
ら
、

ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

な
ど
で
大
々
的
に
セ
ー

ル
を
行
う
。
ブ
ラ
ッ
ク

フ
ラ
イ
デ
ー
は
日
本
で

は
定
着
し
て
い
な
い
が
、

こ
の
時
期
に
テ
ー
マ
ー

パ
ー
ク
が
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
を
始
め
る
こ

と
に
軌
を
一

に
し
て
商
戦

が
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て

く
る
。

　

ク
リ
ス
マ

ス
で
の
人
気

商
品
と
言
え

ば
ゲ
ー
ム
機
。

任
天
堂
（
７

９
７
４
）
は

既
に
２
４
年

３
月
期
の
通

期
予
想
を
上

方
修
正
し
て

い
る
が
、

「
Ｎ
ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｎ
ｄ

ｏ 

Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
」

向
け
で
は
１
１
月
１
７

日
に
「
ス
ー
パ
ー
マ
リ

オ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
」
を
発
売
し

て
お
り
、
新
作
ソ
フ
ト

の
動
向
次
第
で
は
更
な

る
上
乗
せ
が
期
待
さ
れ

る
。

　

今
年

は
経
済

正
常
化

に
伴
い

ク
リ
ス

マ
ス
シ

ー
ズ
ン

に
は
外

国
人
観

光
客
の

増
加
も

期
待
さ

れ
る
。

オ
リ
エ

ン
タ
ル

ラ
ン
ド

（
４
６
６
１
）
が
運
営

す
る
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
・
シ
ー
の
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
は

多
く
の
来
場
者
が
期
待

さ
れ
る
。

　

高
島
屋
（
８
２
３
３
）
、

Ｊ
．
フ
ロ
ン
ト　

リ
テ

イ
リ
ン
グ(

３
０
８

６
）
三
越
伊
勢
丹
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
３
０

９
９
）
な
ど
の
百
貨
店

や
帝
国
ホ
テ
ル
（
９
７

０
８
）
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
（
９
７
１
３
）
、

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

（
４
６
９
１
）
な
ど
の

ホ
テ
ル
関
連
も
注
目
し

て
お
き
た
い
。
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11
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

動きいい銘柄を個別物色

　

前
週
の
東
京
市
場
は
大
幅
に
３
週
続
伸
し

ま
し
た
。
日
経
平
均
は
前
の
週
か
ら
１
０
１
７

円
上
昇
し
、
６
月
に
付
け
た
年
初
来
高
値
を
射

程
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。
週
明
け
１
３
日
と
翌

１
４
日
は
上
昇
な
が
ら
戻
り
売
り
や
利
益
確

定
売
り
に
上

値
の
重
い
状
況
で
し
た
が
、

米
１
０
月
消

費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）

が
予
想
を
下

回
り
米
長
期
金
利
が
急
低

下
し
た
こ
と

で
、
１
５
日
は
８
０
０
円

を
超
え
る
急

騰
、
一
気
に
３
万
３
０
０

０
円
台
後
半

ま
で
水
準
を
切
り
上
げ
、

上
昇
ト
レ
ン

ド
転
換
を
明
確
に
し
ま
し

た
。
米
ハ
イ

テ
ク
株
高
を
受
け
、
半
導

体
関
連
が
全
般
を

リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

　

日
経
平
均
は
３

週
間
で
２
５
０
０
円
近
く

上
昇
、
今
週
は
２

３
日
が
日
米
と
も
休
場
に

な
る
こ
と
か
ら
、

全
般
下
値
を
固
め
な
が
ら

値
動
き
の
い
い
銘

柄
を
個
別
に
物
色
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
議
事
録
と
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
の

決
算
次
第
で
は
半
導
体
関
連
を

中
心
に
し
た
グ
ロ
ー
ス
株

物
色
が
さ
ら
に
盛
り
上
が

る
で
し
ょ
う
。　

 

花
咲 

翁

太
平
製
作
ス
ト
ッ
プ
高

今
３
月
期
上
方
修
正
で
増
配

太平製作所の日足チャート

　

連
休
明
け
６
日
、
太

平
製
作
所
（
６
３
４
２
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
４

年
３
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
売
上

高
で
７
４
億
５
６
０
０

万
円
か
ら
８
９
億
８
０

０
０
万
円
（
前
期
比
３

９
・
５
％
増
）
へ
、
営

業
利
益
で
１
１
億
７
７

０
０
万
円
か
ら
１
６
億

４
８
０
０
万
円
（
同
２
・

２
倍
）
へ
上
方
修
正
、

年
間
配
当
を
８
０
円
か

ら
１
３
０
円
（
前
期
８

０
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

受
注
案
件
の
進
捗
見
直

し
を
反
映
し
た
。

川
崎
汽
追
加
還
元
な
く
失
望

　

川
崎
汽
船
（
９
１
０

７
）
が
急
反
落
。
２
４

年
３
月
期
第
２
四
半
期

累
計
の
連
結
決
算
は
、

経
常
利
益
８
５
２
億
８

０
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
８
５
・
０
％
減
）

と
従
来
予
想
の
７
０
０

億
円
を
上
振
れ
て
着
地

し
た
も
の
の
、
通
期
は

コ
ン
テ
ナ
船
事
業
を
下

方
修
正
し
た
こ
と
で
、

１
３
５
０
億
円
（
前
期

比
８
０
・
５
％
減
）
と

従
来
予
想
を
据
え
置
い

た
。
決
算
は
サ
プ
ラ
イ

ズ
に
乏
し
く
、
年
間
配

当
２
０
０
円
継
続
で
、

追
加
還
元
が
な
か
っ
た

こ
と
が
失
望
さ
れ
た
。

ＴＯＡ６３％営業増益

 
 

　

Ｔ
Ｏ
Ａ
（
６
８

０
９
）
が
急
反
発
。

２
４
年
３
月
期
の

業
績
予
想
を
連
結

売
上
高
で
４
８
０

億
円
か
ら
４
９
０

億
円
（
前
期
比
８
・

６
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
２
５
億
円
か
ら
２

８
億
円
（
同
６
３
・
４

％
増
）
へ
上
方
修
正
し

た
。
工
場
や
病
院
、
交

通
市
場
向
け
が
好
調
。

（
１
１
月
６
日
号
7
面

決
算
記
事
参
照
）

メイコー大幅続伸し新値
　

７
日
、
メ
イ

コ
ー
（
６
７
８

７
）
が
大
幅
に

５
日
続
伸
、
年

初
来
高
値
を
更

新
し
た
。
２
４

年
３
月
期
の
業

績
予
想
に
つ
い

て
、
連
結
売
上

高
で
１
６
５
０

億
円
か
ら
１
７

３
４
０
億
円
（
前

期
比
３
・
４
％

増
）
へ
、
営
業

利
益
で
９
０
億

円
か
ら
１
０
０

億
円
（
同
４
・
４
％
増
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
外

貨
建
資
産
や
負
債
の
評

価
の
影
響
で
為
替
差
益

を
計
上
し
て
い
る
。

味
の
素
は
成
長
事
業
不
振

　

味
の
素
（
２
８
０
２
）

が
急
反
落
。
２
４
年
３

月
期
第
２
四
半
期
累
計

の
連
結
事
業
利
益
は
７

６
５
億
５
６
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
３
・
０
％

増
）
と
増
益
な
が
ら
市

場
予
想
に
届
か
ず
、
成

長
事
業
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
不
振
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

視
し
さ
れ
た
。
電
子
材

料
な
ど
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ

ナ
ル
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
や

医
薬
用
・
食
品
用
ア
ミ

ノ
酸
の
販
売
が
減
少
、

事
業
利
益
は
４
割
近
い

大
幅
減
益
に
な
っ
た
。

英
和
急
伸
し
最
高
値

　

英
和
（
９
８
５
７
）

が
急
伸
、
上
場
来
高
値

を
更
新
し
た
。
２
４
年

３
月
期
第
２
四
半
期
累

計
の
連
結
経
常
利
益
は

９
億
４
５
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
９
４
・
８
％

増
）
と
計
画
を
上
回
っ
た
。

通
期
計
画
の
２
３
億
２

０
０
０
万
円
（
前
期
比

１
７
・
２
％
増
）
に
対

す
る
進
捗
率
は
４
１
％

な
が
ら
、
下
期
偏
重
型

で
上
振
れ
を
意
識
。
（
７

面
決
算
記
事
参
照
）

エ
フ
テ
ッ
ク
下
方
修
正

 
 

　

８
日
、
エ
フ
テ
ッ
ク

（
７
２
１
２
）
が
ス
ト
ッ

プ
安
。
２
４
年
３
月
期

の
業
績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
売
上
高
で
２
８
７

０
億
円
か
ら
２
９
４
０

億
円
（
前
期
比
１
２
・

６
％
増
）
、
営
業
利
益
で

５
６
億
円
か
ら
３
７
億

円
（
同
８
１
・
５
％
増
）

へ
下
方
修
正
し
た
。
米

国
の
労
務
コ
ス
ト
上
昇

や
生
産
効
率
低
下
な
ど

が
利
益
を
圧
迫
。
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マツダが３連騰
北米台数増で大幅増額

マツダの日足チャート

 
 

　

８
日
、

マ
ツ
ダ

（
７
２
６

１
）
が
３

連
騰
。
同

２
４
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
で
４
兆

５
０
０
０

億
円
か
ら

４
兆
８
０
０
０
億
円

（
前
期
比
２
５
・
４
％

増
）
、
営
業
利
益
で
１

８
０
０
億
円
か
ら
２
５

０
０
億
円
（
同
７
６
・

１
％
増
）
へ
大
幅
に
上

方
修
正
し
た
。
北
米
市

場
を
中
心
と
し
た
出
荷

台
数
の
増
加
や
販
売
単

価
の
改
善
な
ど
が
寄
与

し
た
。

公
開
価
格
12
％
上
回
る

ダ
イ
ワ
サ
イ
ク
ル
の
初
値

　

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｗ
Ａ 

Ｃ
Ｙ
Ｃ

Ｌ
Ｅ
（
５
８
８
８
）
が
東

証
グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新

規
上
場
、
公
開
価
格
１

６
１
０
円
を
１
１
・
８

％
上
回
る
１
８
０
０
円

で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

自
転
車
と
自
転
車
パ
ー

ツ
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
の
商
品
販
売
、
自
転

車
の
整
備
と
修
理
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
。

  

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
は
２
Q
計
画
超
過

　

９
日
、
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
（
６

３
１
５
）
が
急
反
発
、

最
高
値
を
更
新
し
た
。

２
４
年
３
月
期
の
第
２

四
半
期
累
計
決
算
は
、

連
結
営
業
利
益
で
１
８

億
５
０
０
０
万
円
に
対

し
て
２
３
億
８
８
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
５

９
・
３
％
減
）
と
計
画

超
で
着
地
し
た
。
高
付

加
価
値
製
品
の
増
加
に

と
も
な
い
粗
利
益
率
が

改
善
し
た
。

フ
ジ
ク
ラ
下
方
修
正

　

フ
ジ
ク
ラ
（
５
８
０

３
）
が
続
急
落
。
２
４

年
３
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
営
業

利
益
で
６
０
０
億
円
か

ら
５
４
０
億
円
（
前
期

比
２
３
・
０
％
減
）
へ

下
方
修
正
し
た
。
情
報

通
信
で
は
デ
ー
タ
セ
ン

タ
や
通
信
キ
ャ
リ
ア
向

け
需
要
が
踊
り
場
に
入

り
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
で
は
ス
マ
フ
ォ
を
は

じ
め
と
し
た
電
子
機
器

全
般
の
需
要
の
落
ち
込

み
が
影
響
し
て
い
る
。

ロ
ー
ラ
ン
ド
上
振
れ
期
待

　

ロ
ー
ラ
ン
ド
（
７
９

４
４
）
が
ス
ト
ッ
プ
高

で
年
初
来
高
値
を
更
新

し
た
。
２
３
年
１
２
月

期
第
３
四
半
期
累
計
の

連
結
営
業
利
益
は
７
７

億
４
４
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
２
３
・
１
％

増
）
で
着
地
、
直
近
３

カ
月
の
７
～
９
月
期
で

は
３
４
億
８
８
０
０
万

円
（
同
２
・
２
倍
）
と

急
拡
大
し
て
お
り
、
上

振
れ
を
期
待
さ
れ
た
。

https://marketpress.jp/
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11
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 年初来高値を伺う展開

日々勇太朗

　先週１４日に発表された米１０月
消費者物価指数が市場予想を下回り、
利上げ打ち止め観測が浮上しました。
米長期債利回りが急低下したことで
ＮＹダウは３万５０００ドル台を回
復する場面がありました。東京株式
市場はＮＹ市場に連れ高し、日経平
均株価は年初来高値（３万３７７２
円）が視界に入ってきました。
　決算発表が一巡し、日経平均のＥ
ＰＳは２２５０円まで上昇。株価上昇も
ＰＥＲは１４．８５倍と割高感はありま
せん。海外投資家が先物市場で買いの手
を伸ばしてきており、今年の春先の動き
に酷似しています。今後、現物市場へも
手を伸ばす可能性が高く、ＰＥＲ１５．
５倍の３万５０００円近辺を目指すもの
と思われます。
　理想は次の変化日となる今週２４日に

向けて押し目形成で買い場を
作り、その後、騰勢を強めて
クリスマスラリーに向かうこ
とです。

名
村
造
船
ス
ト
ッ
プ
高

24
年
３
月
期
大
幅
上
方
修
正

名村造船の日足チャート

　

週
末
１
０
日
、
名
村

造
船
所
（
７
０
１
４
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
４

年
３
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
売
上

高
で
１
２
６
０
億
円
か

ら
１
３
５
０
億
円
（
前

期
比
８
・
８
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
６
０
億
円

か
ら
１
４
０
億
円
（
同

４
５
・
９
％
増
）
へ
大

幅
に
上
方
修
正
し
た
好

感
さ
れ
た
。
。
未
ヘ
ッ

ジ
外
貨
の
為
替
レ
ー
ト

１
米
ド
ル
当
り
１
３
０

円
を
第
３
四
半
期
以
降

は
１
４
０
円
で
見
直
し

た
こ
と
、
資
機
材
価
格

や
人
件
費
上
昇
に
対
す

る
グ
ル
ー
プ
あ
げ
て
の

原
価
削
減
活
動
の
最
新

の
成
果
を
業
績
予
想
値

に
織
り
込
ん
だ
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｇ
赤
字
拡
大

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
９
９
８
４
）
が

大
幅
反
落
。
２
４
年
３

月
期
第
２
四
半
期
累
計

の
連
結
決
算
は
、
最
終

損
益
１
兆
４
０
８
７
億

２
７
０
０
万
円
の
最
終

赤
字
で
着
地
、
直
近
３

カ
月
の
７
～
９
月
期
で

は
９
３
１
１
億
円
の
赤

字
と
大
幅
に
赤
字
が
拡

大
し
た
こ
と
が
嫌
気
さ

れ
た
。
ア
ー
ム
の
株
式

公
開
に
伴
い
投
資
損
益

は
改
善
し
た
も
の
の
、

投
資
未
実
現
評
価
損
失

や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
関
連

損
失
、
円
安
に
よ
る
為

替
差
損
が
拡
大
し
た
。

ト
レ
ン
ド
特
別
配
当
目
標

　

ト
レ
ン
ド
マ
イ
ク
ロ

（
４
７
０
４
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
株
主
還
元
に

関
す
る
方
針
を
発
表
、

２
３
年
１
２
月
期
の
期

末
配
当
に
お
い
て
、
通

常
の
普
通
配
当
金
（
配

当
性
向
７
０
％
）
に
加

え
、
一
時
的
な
特
別
配

当
金
と
併
せ
、
合
計
１

０
０
０
億
円
を
目
標
と

す
る
方
針
が
好
感
さ
れ

た
。

住ゴム３連騰で新値
　

週
明
け
１
３

日
、
住
友
ゴ
ム

工
業
（
５
１
１

０
）
が
３
連
騰

で
年
初
来
高
値

を
更
新
し
た
。

１
０
日
の
取
引

終
了
後
、
２
３

年
１
２
月
期
の

業
績
予
想
に
つ

い
て
、
連
結
売

上
収
益
で
１
１

７
０
億
円
か
ら
１
１
８

０
億
円
（
前
期
比
７
・

４
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
５
０
０
億
円
か
ら

６
３
０
億
円
（
同
２
・

９
倍
）
へ
大
幅
に
上
方

修
正
し
た
こ
と
が
好
感

さ
れ
た
。
半
導
体
不
足

に
よ
る
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
減
産
基
調
が
緩
和

傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、

円
安
効
果
も
寄
与
、
期

末
配
当
を
３
５
円
か
ら

４
０
円
（
前
年
同
期
１

５
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

資
生
堂
減
額
で
ス
ト
ッ
プ
安

　

資
生
堂
（
４
９
１
１
）

が
ス
ト
ッ
プ
安
。
２
４

年
３
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
売
上

高
で
１
兆
円
か
ら
９
８

０
０
億
円
（
前
期
比
５

８
・
８
％
増
）
、
コ
ア

営
業
利
益
で
６
０
０
億

円
か
ら
３
５
０
億
円

（
同
２
８
・
６
％
減
）

へ
下
方
修
正
し
た
。
ト

ラ
ベ
ル
リ
テ
ー
ル
事
業
、

中
国
事
業
で
規
制
強
化
、

旅
行
者
を
中
心
と
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の

回
帰
・
市
場
正
常
化
の

流
れ
を
受
け
た
流
通
在

庫
調
整
の
ほ
か
、
中
国

に
お
け
る
景
況
感
の
悪

化
や
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
海
洋
放
出
後
の
日
本

製
品
買
い
控
え
に
よ
る

影
響
が
出
て
い
る
。

ゼンショー上方修正
　

ゼ
ン
シ
ョ
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
７
５
５
０
）が
大

幅
に
３
日
続
伸
。
２

４
年
３
月
期
の
業

績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
売
上
高
で
８

９
８
４
億
６
６
０
０
万

円
か
ら
９
６
０
０
億
円

（
前
期
比
２
３
・
１
％
増
）

へ
、営
業
利
益
で
４
０
０

億
９
０
０
０
万
円
か
ら

５
１
０
億
円
（
同
２
・
３

倍
）
へ
上
方
修
正
し
た
。

積
極
的
な
新
商
品
開
発

と
フ
ェ
ア
開
催
な
ど
で

す
き
家
、は
ま
寿
司
、レ

ス
ト
ラ
ン
、
フ
ァ
ス
ト
フ

ー
ド
が
好
調
に
推
移
。
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独自製品でＳＤＧｓへ貢献
太陽光発電パネル向け極細線好調 世

界
の
潮
流
に
対
応

日
本
精
線

（
５
６
５
９
）

日本精線の日足チャート

　日本精線（５６５９）はステンレス鋼線の
トップメーカーで、ナスロン（金属繊維）な
どの高機能製品や高合金ワイヤなどの独自製
品を供給している。
　２４年３月期の第２四半期累計（４～９月）
決算は連結売上高で２１７億５５００万円（前
年同期比１２．０％減）、営業利益で１６億２
５００万円（同１６．３％減）、純利益で１２
億２１００万円（同１３．７％減）となった。
ステンレス鋼線においては自動車用途や建材
用途の荷動き鈍化による流通在庫の調整が長
期化しているが、太陽光発電パネルの製造プ
ロセスで使用されるスクリーン印刷向け極細
線は、顧客の細径化ニーズに応える高付加価
値製品として好調な受注を確保。金属繊維に

おいては、半導体
関連業界向け超精
密ガスフィルター

（ＮＡＳｃｌｅ
ａｎ）に対す
る需要が調整
局面と
なった
影響が

出ている。
　通期は売上高で４３７億円（前期比
１０．９％減）、営業利益で３０億円（同
２８．２％減）、純利益で２１億７０
００万円（同２９．７％減）を見込む。
気候変動対策やサステナブル社会を追
求する世界の潮流が強まる中で、太陽
光パネル製造で必要となる極細線やＩ
Ｔ社会を支える半導体の製造装置に組
み込まれる超精密ガスフィルター（Ｎ
ａｓｃｌｅ
ａｎ）など
高機能・独
自製品の拡
販を通じて
ＳＤＧｓへ
貢献してい
く。

日本マイクロがＳ高
プローブカード需要増で上方修正

日本マイクロの日足チャート

　
１
４
日
、

日
本
マ
イ

ク
ロ
ニ
ク

ス
（
６
８

７
１
）
が

ス
ト
ッ
プ

高
。
２
３

年
１
２
月

期
の
業
績

予
想
に
つ

い
て
、
連

結
売
上
高

で
３
５
４

億
円
か
ら

３
７
８
億

円
（
前
期
比
１
４
・
７

％
減
）
、
営
業
利
益
で

３
４
億
円
か
ら
５
３
億

円
（
同
４
２
・
６
％
減
）

へ
上
方
修
正
、
期
末
一

括
配
当
を
１
８
円
か
ら

２
９
円
（
前
期
５
９
円
）

へ
引
き
上
げ
た
。
プ
ロ

ー
ブ
カ
ー
ド
事
業
で
、

メ
モ
リ
向
け
プ
ロ
ー
ブ

カ
ー
ド
の
需
要
が
想
定

以
上
に
増
加
し
た
。

メ
ド
ピ
ア
２
ケ
タ
減
益

 
 

 
 

　

メ
ド
ピ
ア
（
６
０
９

５
）
が
急
落
、
年
初
来

安
値
を
更
新
し
た
。
２

４
年
９
月
期
は
連
結
営

業
利
益
で
前
期
比
１

０
・
７
％
減
の
１
０
億

円
と
減
益
を
見
込
ん
だ

こ
と
が
嫌
気
さ
れ
た
。

収
益
性
の
低
い
一
部
事

業
の
撤
退
な
ど
を
含
め

た
全
社
的
な
選
択
と
集

中
を
行
う
。
そ
の
た
め

に
か
か
る
一
時
的
な
コ

ス
ト
の
発
生
を
含
め
た

構
造
改
革
費
用
を
見
込

ん
で
い
る
。

タ
ツ
モ
74
％
営
業
増
益

 
 

 
 

 

　

タ
ツ
モ
（
６
２
６

６
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
３
年
１
２
月
期
の
第

３
四
半
期
累
計
決
算
を

発
表
、
連
結
営
業
利
益

で
前
年
同
期
比
７
４
・

１
％
増
の
２
４
億
５
０

０
万
円
と
大
幅
な
増
益

と
な
っ
た
こ
と
が
好
感

さ
れ
た
。
半
導
体
装
置

部
門
で
パ
ワ
ー
デ
バ
イ

ス
向
け
の
半
導
体
製
造

装
置
の
需
要
が
堅
調
と

い
う
。

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
が
Ｓ
高

 
 

 
 

　

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

（
９
３
３
８
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
前
日
取
引
終

了
後
に
発
表
し
た
２
３

年
１
２
月
期
第
３
四
半

期
累
計
の
連
結
決
算
は
、

営
業
損
益
２
億
５
９
０

０
万
円
の
黒
字
（
前
年

同
期
１
２
億
５
０
０
０

万
円
の
赤
字
）
に
浮
上
、

通
期
予
想
を
１
億
１
８

０
０
万
円
の
黒
字
か
ら

４
億
８
２
０
０
万
円
の

黒
字
（
前
期
１
３
億
９

７
０
０
万
円
の
赤
字
）

に
上
方
修
正
し
た
こ
と

が
好
感
さ
れ
た
。
モ
バ

イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
の
レ

ン
タ
ル
が
好
調
で
、
Ｆ

Ｃ
向
け
の
バ
ッ
テ
リ
ー

ス
タ
ン
ド
や
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
の
販
売
も

増
加
し
て
お
り
、
販
売

費
や
一
般
管
理
費
の
抑

制
効
果
も
表
面
化
し
て

い
る
。
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立花エレテック

２Ｑ過去最高で通期増額
ＦＡ機器好調で中長期計画見直しも

グルメ杵屋

中期計画でＶ字型回復へ
２４年３月期売上高４００億円を目指す

　立花エレテック（８１５９）は２３年３月
期の第２四半期累計（４～９月）決算は、連
結売上高で１１４８億１１００万円（前年同
期比４．３％増）、営業利益５７億７５００万
円（同２０．３％増）と第２四半期累計での
過去最高業績を達成し、通期予想を従来予想
の２２３０億円から２２６０億円（前期比０．
６％減）へ、営業利益で９５億円から１０４
億円（同０．８％増）へ上方修正した。
　ＦＡ機器では半導体製造装置関連や物流関
連の設備投資案件などが好調に推移。通期に
ついて１ドル１３５円を想定しており、現状
の円安推移なら再度の上ブレの可能性も。布
山尚伸社長は「２６年３月期に売上高２２０
０億円を目指す中長期経営計画を今期末の決
算を確認した上で見直す」意向を示唆した。

　グルメ杵屋（９８５０）は２６年３月期を
最終目標とする中期経営計画を発表した。２
２年４月１日に策定した新しいグループビジ
ョン「おもてなしで付加価値の創造を紡ぐ」
を掲げ、新しい付加価値を提供する持続可能
な企業として、重点戦略、数値目標を定め、
達成に向けて注力。重点戦略としてグループ
一丸となって事業収益のＶ字回復を果たすた
め、戦略構築と実行を徹底し、企業風土の変
革を希求。業績回復の主要な施策として、レ
ストラン事業では、利益が見込める新規出店・
既存業態のリブランディングに投資を集中し、
「そじ坊」「杵屋」に次ぐ、第３、第４の事業
の柱となる業態・ブランドの育成を図り、２
６年３月期に連結売上高４００億円（２４年
３月期３６４億６６００万円予想）を目指す。

原
油
価
格
前
提
見
直
し
増
額

出
光
大
幅
に
５
日
続
伸

出光興産の日足チャート

 
 

 

　

１
５
日
、
出
光
興
産

（
５
０
１
９
）
が
大
幅

に
５
日
続
伸
。
２
４
年

３
月
期
業
績
予
想
に
つ

い
て
、
連
結
営
業
利
益

で
１
４
０
０
億
円
か
ら

２
５
０
０
億
円
（
前
期

比
１
１
・
５
％
減
）
へ

上
方
修
正
し
た
。
原
油

価
格
の
前
提
を
１
０
月

以
降
８
５
ド
ル
（
前
回

８
０
ド
ル
）
、
円
の
対

ド
ル
相
場
を
１
４
０
円

（
同
１
３
０
円
）
へ
見

直
し
た
こ
と
で
、
原
油

と
石
油
製
品
な
ど
の
在

庫
影
響
に
よ
る
利
益
が

４
５
０
億
円
（
前
回
予

想
比
７
５
０
億
円
の
増

益
）
と
な
る
見
込
み
。

マ
イ
ク
ロ
ア
ド
２
桁
減
益

　
マ
イ
ク
ロ
ア
ド
（
９

５
５
３
）
が
ス
ト
ッ
プ

安
。
２
３
年
９
月
期
の

連
結
営
業
利
益
は
８
億

３
３
０
０
万
円
（
前
の

期
比
３
２
・
９
％
増
）

と
大
幅
増
益
な
が
ら
従

来
予
想
の
９
億
４
０
０

０
万
円
を
下
回
り
、
２

４
年
９
月
期
は
７
億
４

２
０
０
万
円
（
前
期
比

１
０
・
９
％
減
）
と
２

ケ
タ
減
益
を
見
込
ん

だ
。
デ
ー
タ
プ
ロ
ダ
ク

ト
の
成
長
が
続
く
が
、

美
容
サ
ロ
ン
向
け
新
サ

イ
ネ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
開

始
に
伴
う
設
備
投
資
や

一
部
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

契
約
更
改
が
収
益
を
圧

迫
す
る
。

ＧＥＩは住友林と提携

 
 

 
 

　

１
６
日
、
Ｇ

ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ｅ

ａ
ｒ
ｔ
ｈ 

Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ

ｔ
ｅ
（
９
２
１

２
）
が
急
騰
。

住
友
林
業
（
１

９
１
１
）
と
の

間
で
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
原

料
と
し
た
バ
イ

オ
リ
フ
ァ
イ
ナ

リ
ー
事
業
の
推

進
で
資
本
業
務

提
携
を
行
う
と
発
表
し

た
。
両
社
は
森
林
資
源

の
用
途
拡
大
に
向
け
て

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
化
学

品
の
研
究
開
発
に
着
手
。

ま
ず
木
材
の
成
分
分
離

技
術
を
確
立
し
、
木
材

の
新
た
な
利
用
用
途
を

開
拓
し
て
木
材
を
余
す

こ
と
な
く
使
う
カ
ス
ケ

ー
ド
利
用
を
促
進
す
る
。

公
開
価
格
6.5
％
下
回
る

Ｊ
Ｅ
Ｈ
の
初
値

 
 

 

　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｅ
ｙ

ｅ
ｗ
ｅ
ａ
ｒ 

Ｈ
ｏ
ｌ

ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
（
５
８
８

９
）
が
東
証
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
１

３
６
０
円
を
６
・
５
％

下
回
る
１
２
７
１
円

で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

ア
イ
ウ
ェ
ア
の
企
画
・

デ
ザ
イ
ン
・
製
造
・

卸
と
販
売
を
行
う
。
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ク ボ タ

今１２月期利益予想を増額
国内は農機、建機増え海外も伸びる

英　和

２Ｑ２ケタ増収で営業益倍増
自動化、高度化投資や更新需要も堅調

　クボタ（６３２６）の２３年１２月期の第
３四半期累計（１月～９月）決算は、連結売
上高で２兆２５８２億３１００万円（前年同
期比１５．７％増）、営業利益２５８８億５７
００万円（同４３．８％増）となった。国内
では主に農業機械と建設機械が増加、北米で
は建設機械の販売が住宅建設や政府のインフ
ラ開発需要により増加したほか、トラクタも
在庫充足が進み、特に草刈機の販売が増加。
欧州では建設機械が公共工事需要に支えられ
堅調に推移したほか、トラクタも販売が増加し、
インドは畑作市場が堅調に推移している。
　通期は売上高２兆９５００億円（前期比１０．
３％増）は据え置いたが、営業利益では２８
５０億円から２９５０億円（同３７．６％増）
へ上方修正した。

　英和（９８５７）の２４年３月期の第２四
半期累計（４月～９月）は連結売上高で１９
１億９０００万円（前年同期比１０．３％増）、
営業利益８億９３００万円（同９８．２％増）
と大幅な増収増益で着地した。販売について
は商品の長納期化が改善傾向にあり、積み上
がった受注残を着実に売り上げへ転化したこ
とに加え、生産性向上を目的にデジタル技術
を活用した生産設備の自動化や高度化につな
がる投資があった他、老朽化した設備の更新
需要が堅調に推移したことにより、産業用装
置・重電設備業界、製造用機械・電気機器業界、
造船業界、鉄鋼業界向けが増加した。
　通期については売上高で４２０億円（前期
比１．７％増）、営業利益で２２億５０００万
円（同１８．８％増）を見込んでいる。

米投資ファンド大量保有で思惑

リクルートHD続急伸

リクルートＨＤ
　　　の日足チャート

 
 

 

　

１
６
日
、

リ
ク
ル
ー

ト
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ

ス
（
６
０

９
８
）
が

続
急
伸
。

米
投
資
フ

ァ
ン
ド
の

「
バ
リ
ュ

ー
ア
ク

ト
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
」

が
１
６
日
、

リ
ク
ル
ー

ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
を
１
８
０
０
万
株

超
保
有
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
が
思

惑
買
い
を
誘
っ
た
。
発

行
済
み
株
式
総
数
の
１

％
超
に
あ
た
る
。
バ
リ

ュ
ー
ア
ク
ト
は
ア
ク
テ

ィ
ビ
ス
ト
と
し
て
知
ら

れ
、
企
業
価
値
向
上
に

向
け
た
提
案
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
が
ス
ト
ッ
プ
高

Ｐ
Ｐ
Ｍ
Ｘ
‐
Ｔ
０
０
３
早
期
認
可
期
待

 
 

 
 

　

週
末
１
７
日
、
ペ
ル

セ
ウ
ス
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク

ス
（
４
８
８
２
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
た

２
４
年
３
月
期
第
２
四

半
期
決
算
説
明
会
で
開

発
中
の
Ｐ
Ｐ
Ｍ
Ｘ
―
Ｔ

０
０
３
の
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
Ｎ
Ｋ
細
胞
白
血
病

（
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
）
の
医
師

主
導
治
験
に
つ
い
て
新

た
に
Ｎ
Ｋ
Ｌ
患
者
２
名

へ
の
投
与
完
了
が
公
表

さ
れ
た
こ
と
で
早
期
の

認
可
期
待
が
高
ま
っ
た
。

Ｗ
ａ
ｑ
ｏ
ｏ
76
％
営
業
減
益

　
Ｗ
ａ
ｑ
ｏ
ｏ
（
４
９
３

７
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

４
年
９
月
期
の
連
結
営

業
利
益
は
前
期
比
７
６
・

２
％
減
の
６
６
０
０
万

円
と
大
幅
な
減
益
を
見

込
ん
だ
こ
と
か
ら
投
げ

売
り
が
続
い
た
。
Ｄ
２
Ｃ

や
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
で
新
規
顧
客
獲
得
競

争
の
激
化
の
様
相
が
続

く
と
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
４
連
騰
最
高
値

　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
（
６
３
１

５
）
が
４
連
騰
で
最

高
値
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン

レ
ー
証
券
が
レ
ー
テ

ィ
ン
グ
「
Ｂ
ｕ
ｙ
」

継
続
、
目
標
株
価
を

４
４
０
０
円
か
ら
８

０
０
０
円
に
引
き
上

げ
た
。
先
端
Ｐ
Ｋ
Ｇ
、

Ｈ
Ｂ
Ｍ
、
中
国
関
連

の
成
長
を
織
り
込
む

局
面
は
こ
れ
か
ら
。

フ
ル
ヤ
金
公
募
と
売
出
し

 
 

 
 

 

　

フ
ル
ヤ
金
属
（
７
８

２
６
）
が
続
急
落
。
東

証
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら

プ
ラ
イ
ム
市
場
へ
の
市

場
変
更
を
発
表
し
た
が
、

同
時
に
公
募
増
資
と
オ

ー
バ
ー
ア
ロ
ッ
ト
メ
ン

ト
に
よ
る
売
り
出
し
を

実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
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２Ｑは３８．１％営業増益
整水器職域販売の受注増加続く

日本トリム

２Ｑ計画上回り３割増益
さい帯保管中期目標に向け伸びる

ステムセル研究所

２Ｑ最高業績で通期増額
開発物件売却進み米住宅も順調

大和ハウス工業

第３四半期は８．７％増収
価格改定後の需要喚起に取り組む

六甲バター

　ステムセル研究所（７０９６）の２４年３
月期第２四半期累計の単体決算は、売上高１
２億１３００万円（前年同期比１７．１％増）、
営業利益２億１５００万円（同３１．４％増）、
最終利益１億５９００万円（同４５．１％増）
で着地。売上高、利益とも計画を上回り過去
最高を更新した。
　オンライン広告とＮＳなどのデジタルマー
ケティングが相乗効果を発揮、さい帯保管サ
ービスが中期目標の出生数に対する保管率３
％に向け順調に伸び、６月にグロース市場へ
上場したクオリプスの株式売却益も利益を押
し上げた。
　通期は売上高２５億９００万円（前期比２０．
０％増）、営業利益４億５１００万円（同５１．
８％増）、最終利益３億円（同５１．５％増）
と期初予想を据え置いた。

　六甲バター（２２６６）の２３年１２月期
の第３四半期累計（１月～９月）決算は売上
高で３２５億２５００万円（前年同期比８．
７％増）、営業利益で４０００万円（同７７．
１％減）、純利益で５０００万円（同７３．０
減）となった。物価上昇などの影響から消費
者の節約志向が高まる状況となっているもの
の、本格的な人流の回復によって主に業務用
チーズ製品などの販売が増加したものの、利
益面では、原材料価格の上昇などによる原価
高が圧迫要因となった。
　チーズ製品の価格改定後の需要喚起の対策
に取り組むとともに原材料の安定調達にも注
力しており、通期は売上高４３０億円（前期
比１．９％増）、営業利益５億円（同４４．６％
増）、純利益３億７０００万円（同６８．２％
増）と従来予想を据え置いた。

　日本トリム（６７８８）の２４年３月期の
第２四半期累計（４月～９月）決算は連結売
上高で１０４億５２００万円（前年同期比１５．
１％増）、営業利益１６億８６００万円（同３８．
１％増）、純利益１１億９３００万円（同４０．
８％増）となった。６月において、整水器販
売事業の職域販売部門では過去最高の月間受
注台数を記録した６月以降も各月前年を上回
る受注を獲得。上半期のセミナー開催数がコ
ロナ禍前の水準に回復したことに加え、昨年
から取り組んできた営業力強化の効果が表面
化。
　通期は売上高１９８億円（前期比１０．３
％増）、営業利益２７億２０００万円（同１４．
４％増）、純利益１８億７０００万円（同１３．
６％増）と２ケタ増収増益の従来予想を据え
置いている。

　大和ハウス工業（１９２５）の２４年３月
期第２四半期累計の連結決算は、売上高２兆
５４４８億２７００万円（前年同期比１２．
５％増）、営業利益１９１１億６３００万円（同
２３．６％増）と２Ｑとして過去最高業績を
更新。通期予想について売上高を４兆９２０
０億円から５兆２００万円（前期比２．３％
増）、営業利益を３８００億円から３８５０万
円（同１７．３％減）に上方修正した。
　物流施設を中心に開発物件売却が進み、コ
ロナ禍で落ち込んだホテル事業が回復、米国
戸建住宅も順調に推移しており、「資材価格高
騰や２０２４年問題への対応を強める」（芳井
敬一社長）として、収益性を高めることで計
画を達成する構え。減益は退職給付に関連し
たイレギュラー要因によるもので、年間配当
を１３５円から１４０円に引き上げた。
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１０．７％営業増益を見込む
２４年９月期は新製品開発に注力

大森屋

１Ｑ量産化期待受注増える
通期営業益２倍予想据え置く

クオルテック

　クオルテック（９１６５）は２４年６月期第
１四半期の単体決算は、売上高８億１２００万
円、営業利益４７００万円、最終利益２６００
万円で着地した。四半期決算の計上は今期から
で比較はないが、主力の信頼性評価事業はパワ
ーサイクル試験は減少したものの、高難度、高
単価の分析検査や研磨工程作業の受注が好調、
微細加工事業は顧客の試作品開発の遅れで受注
が伸び悩んだが、メディカル関連が回復傾向に
あり、量産化が期待できる受注が増えている。
その他事業では表面処理技術で基板評価の受注
が好調に推移した
　通期は売上高３９億９９００万円（前期比２
２．１％増）、営業利益６億１９００万円（同
２．０倍）、最終利益４億１４００万円（同９７．
５％増）と期初予想を据え置いており、期末一
括配当を４２円（前期３７円）に増配する。

　大森屋（２９１７）の２３年９月期決算は、
連結売上高で１４２億３９００万円（前の期比
０．５％増）、営業利益で３億７４００万円（同
３２．０％減）、純利益で２億４４００万円（同
６４．１％減）となった。原材料費、物流費、
人件費をはじめとするコスト増が圧迫。新価格
の定着化は進んでいるものの価格改定により販
売数量が落ち込んだことにより家庭用海苔は落
ち込んでいるが、ふりかけなどについては、「緑
黄野菜ふりかけ・小魚ふりかけ」などが順調に
推移している。
　２４年９月期は生産活動の効率化やコスト
削減を強力に推し進め、新製品の開発に注力、
売上高１４９億円（前期比４．６％増）、営業
利益４億１５００万円（同１０．７％増）、純
利益２億６０００万円（同６．３％増）と増
収増益を見込んでいる。

https://marketpress.jp/subscribe/
https://marketpress.jp/subscribe/
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

上昇際立つ半導体株
外人投資家の買いで急騰

買
越
し
８
カ
月
ぶ
り
の
大
き
さ

日本マイクロの日足チャート

　１１月１
４日に発表
された１０
月の米消費
者物価指数
（ＣＰＩ）
が市場予想

を下回ったのを受けて、米長期金利が低下し、
日米共にハイテク株を中心に買いが急拡大した。
　米金利先物の値動きから米金融政策を予想す
る「フェドウォッチ」では１２月の２５ｂｐ（ベ
ーシスポイント、０．０１％）利上げ織り込み
が前日の１４．５％から０．２％程度まで低下
した。利下げ開始時期は前倒しされ、来年５月
の会合で現水準を２５ｂｐ下回る見通しが優勢
となった。
　米長期金利は一時、前日比０．２１％低い４．
４３％を付け、ハイテク株への買いに拍車がか
かった。また、２０２３年７～９月期決算が想
定外に堅調だ。１０日時点でＳ＆Ｐ５００種株
価指数の構成銘柄の９２％が決算発表し、１株
利益（ＥＰＳ）が市場予想を上回ったのが８１
％で過去１０年平均（７４％）を上回った。７
～９月期は前年同期比０．３％の減益が見込ま
れていたが、４．１％の増益予想に転じた。
　先行きについては１０～１２月期は前年同期
比３．２％増益と伸びが鈍化するが、２４年１
～３月期から同４～６月期へと増益率が拡大し
ていく見込みだ。牽引役となるのがハイテクセ
クターで２４年１～３月期は通信サービスが１
９．９％、一般消費財が１６．５％、ＩＴ（情報

技術）が
１５．２
％の増益
が見込ま
れている。
企業ベー
スではエ
ヌビディ
ア、アマ
ゾン・ド

ット・コム、
メタ・プラ
ットフォー
ムズ（フェ
イスブッ
ク）、アル
ファベット
（グーグル）、
マイクロソ
フト、アッ
プルといっ
た米国を代
表するハイ
テク企業だ。
　日本もハ
イテク、特
に半導体株
の上昇が際
立っている。
１３日から１６日まで日経平均の上昇率
が＋２．６％であるのに対して、アドバ
ンテスト（６８５７）が＋１１．１％、
ディスコ（６１４６）が＋１０．８％、
東京エレクトロン（８０３５）が＋８．
６％、レーザーテック（６９２０）が＋
６．１％、コクサイエレクトリック（６
５２５）が＋１１．９％も上昇した。
　日本株が急騰した背景は外国人投資家
の買いだ。１１月第２週（６～１０日）
の先物の投資部門別売買動向（日経平均
先物、ＴＯＰＩＸ先物、ミニ日経平均先物、
ミニＴＯＰＩＸ先物の合計）によると、
外国人投資家は１兆３５８億円の買い越
しだ。３月第２週（１兆１６９９億円）
以来、８カ月ぶりの大きさだ。現物株と
の合算では１兆１１４２億円の買い越し
である。
　潮流銘柄は日本マイクロニクス（６８
７１）、プラスアルファ・コンサルティ
ング（４０７１）、朝日インテック（７
７４７）。

http://www.marketbank.jp/
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ＷＴＩ原油先物の日足チャートＮＹダウの日足チャート

ＴＯＰＩＸの日足チャート

業績相場へ移行

短
期
調
整
も
上
昇
は
続
く

業
績
相
場
へ
移
行

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
０
１
７
円
高
と
３
週
連
続
で

週
足
陽
線
と
な
っ
た
。
注
目
さ
れ

て
い
た
米
１
０
月
消
費
者
物
価
指

数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
が
市
場
の
予
想
を

下
回
り
長
期
金
利
が
低
下
、
株
価

が
上
昇
し
た
。

　

６
月
２
３
日
の
高
値
（
３

万
３
７
７
２
円
８
９
銭
）
を

目
前
に
揉
み
あ
う
展
開
が
続

い
て
い
る
が
、
７
日
連
続
で

下
値
が
切
り
あ
が
る
展
開
で

あ
り
相
場
の
強
さ
を
感
じ
る
。
こ

の
１
０
月
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
発
表
を
受
け

米
国
の
利
上
げ
局
面
は
終
了
し
た

と
市
場
は
織
り
込
ん
だ
。

　

米
長
期
金
利
低
下
の
メ
リ
ッ
ト

を
享
受
す
る
半
導
体
関
連
株
が
相

場
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
高
値
奪
還

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
続
い
て
い
る
。
出

遅
れ
て
い
た
半
導
体
関
連
株
が
上

昇
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
回
は
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
よ
り
日
経
平
均
優
位
の

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
物
色
の
方

向
が
今
ま
で
と
は
違
っ
て

い
る
こ
と
で
、
６
月
の
高

値
抜
け
は
十
分
期
待
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

だ
が
週
末
時
点
で
騰

落
レ
シ
オ
は
９
８
％
と

過
熱
感
は
無
い
も
の
の
、

１
３
日
間
で
約
３
０
０

０
円
強
上
げ
た
た
め
、

Ｒ
Ｓ
Ｉ
は
７
８
％
ま
で

上
昇
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
空
売
り
比
率
も

３
９
・
８
％
ま
で
低
下
し
て
い

る
。
過
去
空
売
り
比
率
が
３
７

％
ま
で
低
下
す
る
と
相
場
が
下

落
に
転
じ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の

で
注
意
は
必
要
で
あ
る
。

　

短
期
で
調
整
が
あ
っ
て
も
今

回
の
上
昇
相
場
は
続
く
と
思
わ
れ

る
。
決
算
発
表
も
峠
は
越
え
た
が
、

大
手
証
券
に
よ
れ
ば
今
期
の
業
績

は
概
ね
好
調
で
日
経
平
均
ベ
ー
ス

の
予
想
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
約
２
２
５
０
円

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
単
純
に
Ｐ

Ｅ
Ｒ
１
５
倍
で
３
３
７
５
０
円
、

１
５
・
５
倍
で
３
万
４
８
８
０
円

で
あ
る
。
「
金
融
相
場
」
か
ら
「
業

績
相
場
」
に
変
化
し
て
く
る
の
で

あ
れ
ば
、
海
外
投
資
家
か
ら
見
て

業
績
好
調
の
日
本
株
は
割
安
に
思

わ
れ
る
に
違
い

な
い
。

　

今
週
は
２
３

日
が
休
日
と
な

り
４
日
立
ち
合

い
と
な
る
が
、

堅
調
な
動
き
を

想
定
す
る
。
今

週
の
レ
ン
ジ
は

３
万
２
９
０
０

円
～
３
万
３
９

０
０
円
を
想
定

す
る
。

　
（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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https://www.daiwahouse.co.jp/stock/?ov=lvns101_003&yclid=YSS.1000416256.EAIaIQobChMIneDyvczNggMVk8VMAh2UHQctEAAYAiAAEgJTPPD_BwE
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株街往来
星野三太郎の

～ＡＩを使うのは人間次第～
 

　

こ
の
数
週

間
は
Ａ
Ｉ
に
絡
む
話
題
が
目

に
付
い
た
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

部
分
で
は
「
２
５
歳
無
職
」

氏
が
作
成
し
た
岸
田
首
相
の

Ａ
Ｉ
フ
ェ
イ
ク
動
画
。

　

文
字
に
も
出
来
な
い
よ
う

な
表
現
を
岸
田
首
相
が
連
発

し
て
い
る
内
容
で
、
誰
が
見

て
も
フ
ェ
イ
ク
動
画
と
気
付

く
が
、
こ
れ
が
増
税
と
が
現

実
的
な
話
題
で
も
し
フ
ェ
イ

ク
動
画
が
作
成
さ
れ
る
と
本

人
が
言
っ
た
言
葉
だ
と
信
じ
る
国
民
が
い
る
だ
ろ
う
と
思

う
。
素
人
が
簡
単
に
Ａ
Ｉ
で
フ
ェ
イ
ク
動
画
が
作
れ
て
し

ま
う
時
代
に
な
っ
た
こ
と
に
技
術
の
進
歩
に
驚
き
を
隠
せ

な
い
が
、
株
式
市
場
に
お
い
て
も
パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長

の
フ
ェ
イ
ク
動
画
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
荒
れ
に
な
る
、
な

ん
て
こ
と
も
先
行
き
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

一
方
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
部
分
で
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
４
人
が
揃
っ
た
最
後
の
新
曲
「
Ｎ
ｏ

ｗ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｔ
ｈ
ｅ
ｎ
」
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
。
ピ
ア
ノ

の
音
に
か
き
消
さ
れ
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
歌
声
が

よ
み
が
え
っ
た
の
は
、
Ａ
Ｉ
が
進
化
し
た
お
か
げ
だ
そ
う

な
の
で
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
で
Ａ
Ｉ

が
活
躍
す
る
の
が

良
い
こ
と
だ
と
は

お
も
う
。
万
能
な

Ａ
Ｉ
も
結
局
は
そ

れ
を
使
う
人
間
次

第
と
い
う
こ
だ
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

クリスマスハイティーセット

Ｄ
ダ
イ
ニ
ン
グｃｈａｎｏーｍａ 秋葉原で期間限定

クリスマスハイティーセット

 

　ＤＤグ
ループ（３
０７３）グ
ループのダ
イヤモンド
ダイニン
グが運営す
る「ｃｈａ
ｎｏーｍａ 
秋葉原（チ

ャノマ アキハバラ）」では、１２月１２日か
ら１２月２５日までの期間限定で「クリスマ
スハイティーセット」を展開する。
　通常メニューでも人気のローストビーフを
筆頭に、肉、魚、野菜と彩りも華やかに盛り
合わせたオードブル、好きな１種を選べるセ
イボリーには、寒い冬には特に嬉しいアツア
ツの「ドリア」「グラタン」「アヒージョ」の
３種を用意。さらにローストチキンが、クリ
スマスらしい華を添える。甘酸っぱいベリー
たちを使用したスイーツは甘さ控えめに仕立
てている。

麒麟百年 和柑橘サワー

麒麟百年 和柑橘サワー
ビール酵母でレモン果汁を発酵

キ
リ
ン
ビ
ー
ル

　キリンホールディン
グス（２５０３）グルー
プのキリンビールは、
「麒麟百年」ブランド
から、「麒麟百年 和柑
橘サワー（期間限定）」
（３５０ｍｌ缶・５０
０ｍｌ缶）を１１月２
８日から全国発売する。
　今回発売する「麒麟
百年 和柑橘サワー」は、
キリングループの強み

である発酵技術を生かして、ビール酵母で発
酵させたレモン果汁を一部使用し、ゆずをメ
インとした和柑橘の爽やかな香りと芳醇なう
まみ、なめらかな口当たりのお酒としての満
足感と飲みやすさを両立した本格サワー。ゆ
ずをメインとした、すだち、かぼすの和柑橘
の香りと苦みの効いた果汁感に、ビール酵母
で発酵させたレモン果汁を合わせ、爽やかで
心地よい複雑味を加えることで、芳醇で飽き
のこない味わいに仕上げている。
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記者の視点

相場見通し
レーザーテック
　　 の日足チャート

東エレクの日足チャート

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
議
事
録
を
注
視

堅
調
な
動
き
も
押
し
目
買
い

 

　

１
１
月
第
３
週

の
東
京
市
場
は
米

１
０
月
雇
用
統
計

の
内
容
を
受
け
て

急
伸
し
た
先
週
ま
で
の
地
合

い
を
引
き
継
ぎ
強
い
動
き
と

な
り
、
日
経
平
均
で
は
６
月

１
９
日
に
付
け
た
年
初
来
高

値
３
万
３
７
７
２
円
８
９
銭

が
射
程
圏
内
入
っ
て
き
た
。

　

米
国
の
経
済
指
標
に
つ
い

て
は
１
０
月
雇
用
統
計
に
続

い
て
１
０
月
米
消
費
者
物
価

指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
の
上
昇
率

も
市
場
予
想
を
下
回
っ
た
こ

と
で
、
イ
ン
フ
レ
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
か
ら
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
利

上
げ
打
ち
止
め
期
待
が
高
ま

っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
米
国
で

は
「
つ
な
ぎ
予
算
」
が
今
週
１

７
日
に
失
効
す
る
の
を
前
に
議

会
下
院
が
来
年
１
月
か
ら
２
月

ま
で
確
保
す
る
新
た
な
「
つ
な

ぎ
予
算
」
案
を
１
４
日
に
可
決

し
た
こ
と
も
リ
ス
ク
オ
ン
の
動

き
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

需
給
面
で
は
、
今
月
６
日
か

ら
先
物
の
証
拠
金
計
算
方
式
が

こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｎ
方
式
か

ら
Ｖ
Ａ
Ｒ
方
式
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｎ
方
式
と

は
異
な
り
証
拠
金
が
２
倍
～
３

倍
も
急
増
す
る
場
合
が
あ
り
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
調
整
に
よ
る

反
対
売
買
も
指
数
の
上
昇

に
拍
車
を
か
け
る
一
因
に

な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

今
週
は
２

１
日
に
１
０

月
３
１
２
日

～
１
１
月
１

日
開
催
の
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
議
事

録
の
公
表
が

予
定
さ
れ
て

い
る
。
議
事

録
の
内
容
が

タ
カ
派
的
な
内
容
な
ら
こ
れ
ま

で
の
楽
観
論
が
後
退
し
、
金
利

上
昇
か
ら
株
安
に
反
応
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
決
算
で
は
２
１

日
に
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
や
ベ
ス
ト

バ
イ
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
。
エ
ヌ
ビ
デ

ィ
ア
の
内
容
次
第
で
は
レ
ー
ザ

ー
テ
ッ
ク
（
６
９
２
０
）
や
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
（
８
０
３
５
）

な
ど
日
本
の
半
導
体
関
連
株
に

影
響
を
も
た
ら
そ
う
。
２
３
日

は
感
謝
祭
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

場
は
休
場
と
な
り
、
翌
日
の
２

４
日
が
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー

で
年
末
商
戦
が
本
格
化
す
る
。

国
内
で
も
２
３
日
は
勤
労
感
謝

の
日
で
休
場
と
な
り
、
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
一
方
向
に
傾
け
難
い
。

全
般
は
堅
調
な
動
き
を
想
定
す

る
が
、
押
し
目
買
い
ス
タ
ン
ス

を
貫
き
た
い
。

今週のスケジュール

 

・20日 中国ローンプライムレート
・21日 米10月中古住宅販売件数
　　　 10月30日･11月1日開催のFOMC議事録
・23日 休場:日(勤労感謝の日)
　　　 休場:米(感謝祭)
・24日 10月消費者物価
　　　 10月全国百貨店売上高
・27日 10月企業向けサービス価格指数
　　　 米10月新築住宅販売件数
・28日 米11月CB消費者信頼感指数
・29日 ベージュブック(米地区連銀経済報
　　　 告)
・30日 10月商業動態統計、10月鉱工業生産
　　　 11月消費動向調査
　　　 中国11月コンポジットPMI、中国11月
　　　  製造業PMI、中国11月非製造業PMI
　　　 インド7-9月期GDP
　　　 米10月個人所得･個人支出
・１日 10月失業率･有効求人倍率
　　　 7-9月期法人企業統計
　　　 中国11月Caixin 製造業PMI
　　　 米11月ISM製造業景況指数

編 

集 

後 

記

　

急
に
気
温
が
下
が
っ
た
せ
い

で
妙
に
肌
寒
く
、
夏
か
ら
い
き

な
り
冬
に
な
っ
た
よ
う
な
錯
覚

に
陥
っ
て
し
ま
う
が
、
今
年
は

暖
冬
で
寒
く
て
も
平
年
並
み
、

あ
る
い
は
高
い
状
況
が
続
い
て

い
る
ら
い
し
い
。
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
と
正
の
イ
ン
ド
洋
ダ
イ
ポ
ー

ル
モ
ー
ド
現
象
の
影
響
で
、
偏

西
風
が
蛇
行
し
て
日
本
付
近
で

は
北
を
流
れ
、
寒
気
の
南
下
が

弱
ま
る
か
ら
だ
と
い
う
。
寒
気

が
弱
い
と
低
気
圧
が
通
り
や
す

く
、
降
水
量
は
平
年
並
み
か
多

が
、
暖
か
く
過
ご
し
や
す
い
冬

に
な
る
そ
う
だ
。

　

東
京
市
場
は
半
導
体
関
連
が

活
気
付
き
、
個
別
で
値
幅
を
狙

い
や
す
く
な
っ
て
き
た
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


